
 

 

1. 概要 

日時： 12/28(Sun)(夜)，29(Mon)(昼) 

場所： スポーツビレッジ村山ジャンボ (夜) 

 鳥追窪 (昼) 

主催： 静岡大学，名古屋大学 

主管： 第 28 回静名戦実行委員会 

協力： 東海学生オリエンテーリング連盟 

 

2. あいさつ 

名古屋大学オリエンテーリング部 主将 大村幸一郎 

写真：昨年の静名戦にて  

  

今年も早いもので残すところあと僅かになりました。心

せわしい年の暮れ、何かと御多用と存じますがこうして

静名戦が開催されることを非常に嬉しく思います。 

東海地区での静岡大学と名古屋大学の一戦は尾張・三河

国の支配を巡って行われた、かの有名な桶狭間の戦いに

例えられることが多いと存じます。 

 テレイン内で策略・知略をこらした真剣勝負ができるのを部員一同楽しみにしていたことで

しょう。ところで皆さんは金打（きんちょう）という言葉をご存知でしょうか。 

これは緊張の語源ともなった言葉であり、江戸時代武士が約束を守ることを示すために、それ

ぞれの刀の刃・つばを打ち合わせたことに由来します。 

 静名戦を前に両大学を武士となぞらえ、この金打のように拳と拳、杯と杯を打ち合わせ、真

剣勝負ができるよう約束をかわすのはいかがでしょうか。 

 ミドルセレが終わって疲労を感じざるを得ない状態ではあると思いますが、冬合宿の最後に

良い勝負ができることを願っております。 

 最後に名古屋大学オリエンテーリング部を代表して静名戦の運営者の皆様に感謝の意を示

し挨拶とさせて頂きます。 

  



静岡大学オリエンテーリング部 部長 馬場泰光 

写真：お願いするの忘れてた･･･． 

 

 いよいよ 2014 年度静名戦が近づいてまいりました．今年

度も静名戦が開催されますことに喜びを感じると共に，運営

者と地元の方々につきましては感謝の念に耐えません．また

今冬の冬将軍は手強そうであるため雪中の戦いも考えられ，

荒れることを期待しております． 

静名戦は年に一度の名古屋大学と静岡大学が直接競い合い，交流できる機会であります．私

が一年生として参加した一昨年の静名戦では惨敗した記憶が色濃く残っておりますが，近頃静

大は部員数が増えて基盤が安定してきており堅実に力を付けてきて

いることから今年度は入賞できるものと期待しております． 

 昼の部につきましては今年度の静名戦のテラインは鳥追窪と伺っております．静大勢も慣れ親し

んでいると思います（速いとは言っていない）．合宿の最終日という事もあり両校ともさぞかしお

疲れのことと存じますが今一度の奮起を期待致します． 

 結びに静大を代表して両校の健闘と本戦の成功を祈念いたしまして挨拶とさせていただきます． 

 

 

第 28 回静名戦 実行委員長 前田悠作 

写真：若かりし頃(1 年生)のわたくし 

 

 いくたびも雪の深さをたずねけり 

 この句が思い出される寒さ厳しい季節の折，東海学

連の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか． 

 さて，今回で 28 回目を迎えます静名戦．私が運営

に携わり特に感じることは，伝統の重みであります．今まで数々の名勝負・伝説が築かれてきた

ことでしょう．これだけ続くということは容易いことではありません．関係各所には常に感謝の

気持ちを忘れないようにして頂きたいと思います． 

 さて，今年はいつもより一週間遅い開催になりました．クリスマスとは被らないというなんと

良心的な時期でしょうか．そんな年の瀬ギリギリの慌ただしい時期ではありますが，私の知る限

りで静名以外も含めて過去最大規模の参加者数になりました．これは気合いを入れざるを得な

い･･･というわけで，今年も年内最後の部活イベントを楽しんで頂こうと斬新な工夫を凝らしてい

ます．夜から昼まで白夜を思わせるような白熱した戦いが展開されることを期待しています．

MVP 賞があるかも？ 

 それでは，運営者一同楽しみにお待ちしております． 

 あ，この場を借りて業務連絡．名大生で恒例のサンタ帽子受け継いでいる人，持ってきてねー． 



3. 静名戦ルール 

I. 全体ルール 
夜・昼の部の総合得点によって評価し，得点の高かった大学を第 28 回静名戦の勝利校とする． 

 

II. 夜の部の得点 
各大学代表者数名により，とある対決を行ってもらう．その対決の勝利校に 10 点を与える． 

対決の詳細については当日のミドル選考会会場での掲示，および宿にて発表する． 

 

III. 昼の部の得点 
各クラス 1 位の大学に対し 8 点，2 位は 6 点，3 位は 4 点を与える． 

ただし WR クラスは，椙山・金沢も含めた順位にて得点を与える． 

 

4. タイムテーブル 

【12/28(Sun)】 

18 : 00  走順票提出 (走順票の詳細は 6-Ⅵ参照) 

20 : 00  優勝杯返還，静名戦夜の部開始 

 

【12/29(Mon)】 

8 : 45  岩倉学園駐車場集合 

  ※集合後全員で会場まで移動する．この時間には必ず集合して下さい． 

  ※駐車場は奥から詰めて止めること． 

9 : 30  デモンストレーション 

10 : 00  MR クラス 1 走スタート 

10 : 10  WR クラス 1 走スタート 

13 : 00  繰り上げスタート 

14 : 30  フィニッシュ閉鎖，撤収開始 

15 : 30  表彰式，解散  ※表彰式は駐車場にて行う． 

 

5. 会場レイアウト 

 ･･･については，前日の競技情報漏洩にもなりかねないので，当日のお楽しみということで． 

そのため，①駐車場集合時間には絶対に間に合わせる，②デモンストレーションを必ず確認する，

については徹底して下さい． 

 一つだけお伝えしておくと，会場は平坦ではあるが山の中なので，ブルーシートや万が一のた

めの雨具があることを強く推奨する．あと，間違いなく寒いので防寒具は忘れずに． 



6. 競技情報 

I. テレインプロフィール 
【夜の部】 

 静岡県は富士宮市，標高約 500m に位置する「スポーツビレッジ村山ジャンボ」の一室が夜の

部の舞台となる．本テレインは静名戦の歴史においても，幾度となく利用されてきた場所であり，

まさに静名戦の聖地とも言えよう．歴代の名選手が栄光を掴んできた場所であるが，その一方で

散り行く者も数知れず．Dead or Alive，激しい戦いが予想されます．テレイン内の見通しは比

較的良いが，走行可能度は低い．  

 言わずもがなであるが，ジャンボさんのご好意で使用させて頂いています．テレインクローズ

になってしまうような行為は慎むように． 

 

【昼の部】 

 昼の部は前日の東海・北信越ミドル選考会と同じく鳥追窪での開催である．テレインプロフィ

ールはミドルセレプログラムを見てね． 

 

II. クラス 
・MR： 男子リレークラス (制限なし) 

・WR： 女子リレークラス (女子のみから構成されるチーム) 

・XR： 混合リレークラス (男女各 1 名を含むチーム) 

※リレークラスは同一大学の選手のみから構成されることが望ましい． 

※同一選手による複数回の出走は認める(表彰対象にもなる)が，地図枚数の関係上，無駄にチー

ム数を増やすことは禁止する． 

 

III. 競技形態 
1 チーム 3 人によるリレー競技 

 

IV. ウイニングラン 
各クラスにおいて優勝が確定的なチームのみ，ウイニングランを行うことが出来る． 

 

V. コース情報 

 

※優勝設定時間はそれぞれ学生男子，学生女子を想定している． 

※全てのコースにおいて，終盤に会場付近を通りぬける区間が存在する． 

 ここからフィニッシュまでの所要時間は 7 分程度である． 

クラス 距離 [km] 登距離 [m] 優勝設定時間 [min]
MR / XR(男子区間) 4.0 115 30
WR / XR(女子区間) 3.1 95 30



VI. 走順票の提出 
 静名戦前日に行われる東海・北信越ミドル選考会会場，および宿泊場所である村山ジャンボに

て走順票の受け付けを行う．【チーム名】・【走順】を何らかの紙に書いて前田悠作まで提出するこ

と．走順票の提出期限は 18 : 00 とする．なおチームの組み方は，各大学に一任する． 

 

 

7. 参加者数一覧 

 

 

 

8. 静名戦歴代優勝校 

第 1 回   静岡大学 (坂野坂) 

第 2 回   名古屋大学 (岡崎東公園) 

第 3 回  静岡大学 (奥殿陣屋) 

第 4 回  静岡大学 (坂野坂トンネル) 

第 5 回  名古屋大学 (山中城跡) 

第 6 回  静岡大学 (衣文観音) 

第 7 回  静岡大学 (取り直しの一番古戦場) 

第 8 回   

第 9 回  静岡大学 (東広瀬城) 

第 10 回  

第 11 回 静岡大学 (春日井) 

第 12 回 静岡大学 (青山高原) 

第 13 回 名古屋大学・静岡大学  

  (県立森林公園) 

第 14 回 名古屋大学 (藤岡) 

第 15 回  

第 16 回 静岡大学 (勢子辻) 

第 17 回  

第 18 回  

第 19 回 静岡大学 (作手高原) 

第 20 回 名古屋大学 (村山口登山道) 

第 21 回 名古屋大学 (亀山城跡) 

第 22 回 静岡大学 (丸火) 

第 23 回 静岡大学 (水別) 

第 24 回 静岡大学 (昭和の森) 

第 25 回 名古屋大学 (日沢) 

第 26 回 名古屋大学 (三河高原牧場) 

第 27 回 名古屋大学 (村山口登山道) 

※空欄は不明，( )内は開催地。 

 

現時点 

静岡大学：14 勝 

名古屋大学：9 勝 

(不明 5 回) 

 

静名戦緊急連絡先：前田(090-5975-7759) 

学校名 男子 [人] 女子 [人] 参加者計 [人]
名古屋大学 55 4 59
静岡大学 8 1 9

椙山女学園大学 0 20 20
名古屋市立大学 0 1 1

金沢大学 27 9 36
合計 90 35 125


